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1. 研究の背景と日的

住民意思の計画への反映のスD-ガンをかかげる自治体は多い｡ところが,住民意思,よD直接的に住民の政

策選好を形成するためには,各住民に,計画に関する十分7k情報が与えられておかれなければならず,その様を

情報提供を前提としない意思反映の協は,反映されるべき意思が,安定してhT=いのであるから.突b少をいも

のにをらざるを得ないであろうo このことは,情報交換の場の設定が,保有情報丑の増大をもたらし,合意形成

の可能性を高めていることを明らかにした過去の研究 (文献①)によって,確かに支持されている.

しかし,住民政策選好の形成メカニズムそのものに着目したとき,その多くは,V,まだ,不明確のませである｡

メカニズム解明のためには,ある個人の情報履歴 (L̂つ,だれから,どの様を情報を.どの様をメディアを通じ

て,という4つのベク トルで表現できる情報接触体験の和集合)の特性が.政策選好上のどの様な差となって表

われるのかを分析することが必要である0本研究はその第一歩として,跡地周辺住民に意的調査を行い,跡地利

用計画に関する健慶を政策選好として,情報を獲得する日常的メディ7接触特性を情報履歴の特性として抽出し,

その両者の関連を明らかにすることを意図している0

2 分析の手順

本研究は大きく帆 住民のメディア接触行動と政策選好の関係を分析する部分と,擬似メディアへの接触体験

の政策選好へ及ぼす影卒を分析す

る部分に大別される｡分析の手版

は図- 1のフローに示す｡

本節では本研究で用いる用好きの

定教も行っておく｡メディ7接触

という場合,それは地域間質,地

域政策等,公共的意思決定に何ら

かの形で関係をもつ地域情報 (也

下,単に情報)を獲得する目的を

もっておこなわれるメディアへの

接触をさす｡調査では,区 (市) 図



報,都報,新関.テレビ･ラ.)*.廃人,家族,掲示板の7つのメディアに限定してそれらに対する接触顔鹿を

回答してもらっている｡また,過去の跡地利用BB連の広報記事と新沌記事を編集して.2種類の添付充科を作成

し.史料を読んだ後で調査に回答してもらうという操作を行うサンプJL･をつくったが. この史料への接触を盤似

メディ7接触と呼んでいる｡改発選好とは,跡地にどの様な施設をつくるべきかについての個人,又はある集EZl

の判断をさす｡ただ,データ解析との関連で言えは'.個々の施設毎に,通好を取b出す場合と.主成分分析に1

って抽出した軸のサンプルスコアの形で,その選好方向として取b出す場合があるo

又.政策選好の蒋敬を表現する尺庭として次の 3つの指榛を用意する｡(1)判断保留者比峯 :跡地利用としてそ

の施設をつくるべきか,否かの判断を保留した人の比率であるoなお.保留とは的査粟では ｢わからない｣とい

う回答に対応 している｡ (2)トレードオフ聴許比峯 :限られたスペースの中で数多くの施設を同時に建設するこ

とは不能である｡ある施設を望むとき別の施設はあきらめなければなら7Eh｡上って ここで仕. ｢つくるべきで

ある｣ とする地殻の教が少ない場合,トレードオフを裾隷 していると定義する｡ (3)行政案との禿触 :自治体の

跡地利用計画案に示されている施設群とその主体の望む施設群との/(クー/の薙鵬の程度を表わすo

3 調査概要

調査の概要は表- 1に示してあ

る｡自県区における筑波大移転跡

地周辺.東大和市にかける米罪基

地跡地周辺の2地点で調査をfR施

した｡

4 メディア接触の現状

i

Tm rm

ここでは,メディア接触と政策 蓑-1 調 査 概 要

通好の関連分析をする前段階として,住民がどのようなメディアに多く接しているか,また.どのようを接触解

任を持っているかを明らかにしておく｡

ます,単純集計表 (表-2,3)からわかる上うに.市 (区)報に比べて都報の読まれ方が少なく,マスメデ

ィアに脱しては.テレビ･ラジオよbも新関に対する接触がか毛b高い｡

属性との関連を見るために属性とメディ7凍触敷皮とのクロス表をつく如 2検定を行った｡その結果は表-4

忙示してある｡それによるとほとんどのメディア-の接触は,年令.自治会役員経験.永住意志,隣近所とのつ

きあいなどの属性と有意な関係を持っている｡ところが,マスコミ媒体への凄触Kついては.他のメディ了と比
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壊 して相対的に属性の影書を受けにくいo

住民の各メディア-の鼓触頻度データを主成分分析

することk:よって住民のメディアへの接触構造を見る｡

図-2に示 したように,Ⅱ軸.Ⅲ軸によって各メディ

アは3つのクJI,-ブ,すなわち.フェイスーツク-7

ェィス媒体,マスコミ媒体.広報媒体に舟艇される｡

(掲示板は.目凧では広報手段として採用されていた

Vlために.Ⅲ軸によって特典をメディアとして他のも

のから練別されていると考えられる｡)

Ⅰ軸ktメディ7'への接触の総合的な大きさを示 して

お9,T軸の得点の高い人間はメディ7への接触が大

章hor軸,皿軸に関するサンプルスコアに上i)住民

を次のLlタイプに分類 し.次節で各クイブの住民集Egl
の政策選好の比軟を行なう｡

Aタイプ:総合メディア凄触大 ･非活字媒体指向

Bタイプ :総合メディア接触大 ･活字媒体指向

Cタイプ :総合メディア接触′J＼･非活字媒体指向

Dタイプ:総合メディ7接触小 ･活字媒体指向

5 メディア接触と政策盤好の関連分析

(I)判断保留者比率 :一般の住民はメディアに凄触

することによって跡地利用計画に関連した情報や,也
域の現状常識に必要な情報を得て,それにもとすく意

思形成を行をっているとすれば,住民の意思形成点茶

としての選好は,メディアに凄触すればするほど明確

になっていくはすである｡ この ことを検証するために,

各メディ了への接触頻度と各施設につLnての判断保留

者比率との関連の有無をztにり 検定 した◇注(1)有意

を関係を持つメディア接触と判断保留施設の組み合わ

せを表-5に･印で示すOこれは,メディア凄触頻度

が高い集団は判断保留者比率が′J､さいという仮説i･支

持するものである｡

(2)各メディ7接触と政発達好の掬速 :個々のメデ

ィアへの接触頻度と各施設選好との関連の有意性をx2

検定 した結果を表16にまとめた｡義一6を見てわか

るように区報への接触が澱も強 く施設の遷好判断に関

連 している｡また,どのようなクノレ-ブの施設を選好

するかにつV}ては.個々のメディアへの接触からでは

明らかになら7Eいが,有意75･関連が見られたもののな

かでA林侍物虎以外の施設はすべてメディアへの接触

図-2 メディ7の分類 (白黒 )蒐Ip,

ql瑞相qlBl奇々刊lこよ秦-5 メディ7接

触と判断保留書比率 zt(目黒)7TLi:;dlJ･llTHJ法爪′TJ･TilllJd･lJ-Ilk､-itILSl･/.1Jふし耳A1(
J･/,~llt目し-I(!表-6 メディア

接触と施設選好Zl(目黒 )昭和54年皮 節14回日本抑市71曲学



が大きけ九は,施設欲求が小さいとV,う方向での有意な

関連であるO このことは,メディ7への接触が大きい住

民は総花的を施設欲求が′J､さく,トレードオ7位隷をし

ていることを示している｡農林博物館注(2)たし 跡地利用

計画において計画されている施設であ9, このことが他

の施設と異なった反応を住民に起こさせていると考えら

れる｡

(3) メディア凄触タイプに上る住民の政策選好の比戟

:初めに住民の施設通好デ-クを主成分分析する｡

1軸は施設を識別するに杜役立たないが,住民の捻合

的な施設欲求を示し,口軸は生活基盤施設であるか社会

文化的施設であるかを分類するo

図-3 政策選好とメディア捷触特性 (目黒)そして.メディア接触にエb類型化した4つのクイブの住民集団のⅠ軸

,II軸に関するサンプJL,スコアを井出し,各タイプの平均サンプルスコ7を和上にブt,ットすることにエ

b政策選好の.比較を行なう｡また,プロットした点と行政計画案との距離に上って,住民の選好と行政案との乗

艇を見る｡この分析結果が図-3である｡活字媒体指向の住民 (B',Dタイプ)は非活字媒体指向の住民に比べ

て総合施設欲求が小さい｡この ことは トt/-ドオ7認識をしていることを示している｡せた.総合メディIT接触の

大小による通好の違いは.非活字媒体指向の住民に顕著にみられることだが,総合メディア接触が大きい典団の

方が生活基盤施設上Dも文化,社会的施設を上b選好 している｡また▲行政計画案との禿熊を見ると活字媒体指向 ･総合メディ7接触大 (タイプB)の住民集

E5が澱も燕鞭の小さい選好を行っ

ている｡6 保有情報と政策溝好の関連分析保有情報

を測定するための碩Elとして.跡地関連情報の4項目

,現状認識情報の3項目について.住民自身にどの程度匁

】っているか4段階の自己評価を回答してもらった｡こ

れらの自己評価による保有情報丑と施設選好をクロスさせ

て,その関連をx!忙上b有意性を検定した庶柴が表-7

である｡保有情報n-が多いとき,選好の度合が′J､さく

をっている施設は,学校施設群,生活基盤施設群に多い

｡また情報毎に表を在がめた場合.跡地の位置･場所に

関しての情報認知の有無が他の情報にくらべてその影卒

力は大きい｡これは共感として跡地を把握できることが トL/-ドオフを怒旅

させることにつながっていると考えられる｡ :. :. .･･.･･ ･..
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JJJ.T擬似メディアによる追加情報の分析

前節tでは,メ
ディ7凄態と改発選好を直接結びつけ,
表-7保有情報と施設選好7
2(白黒)

その関連を分析してきた◇個々のメディアに接触することによってどの様な情報が伝遺され,
各個人の保有情報

となるか又
,
その結果が,
政兼通好にどの様に反映されるかについては.
部分的忙しか触れてい75:hoこのよ

うなメディ7接触の政策選好-の彰辞過程の柵造を知るためには ,
伝凄情報をコント

ロ



くDだナ必要がある｡擬似メディア凄触体験

とは上に述べた目的を達成させるために.I

夫されたものである｡本筋では.攻似メディ

ア別の政熊選好比軟をする準備として,追加

情報そのものの相異を同定する｡

その分析方法としては,配布資料 (盤似メ

ディア情報)について,コンテ/ト･アナ リ

シスを用いる.内容比軟の視点として,(1)主

体官及,(2)施設言及,(3)膏及表現の3軸,を

用レ､るo

主体嘗及としで,較科の言及する主体の出

現比率 (千分比)を抽出すると共に,その表

現に崩して. poSltlVeを表現を用いてい

るか,negatiyeを表現を用いているかを分

別する｡施設言及として,7ンケ- ト調査に

盛D込んだ施設について,同様に出現比率及

びposltlVe表現比率 ･rlegatlVe表現此峯
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3エ広報_秦-8 追加f一報の内容分析 (目黒 )を抽出する｡その他,育及表現として.史料

の表現が,主観的表現が多いか.客観的表現が多いものかを判定 している.分析結果仕.義-8に示すとおi)て杏B,主体言及に関しては,新開は区,国が多いが,広報瓜は,住民運動

体や住民に関する言及が多くなってかD.又.新関

は,区に対する評価は低く,都に対する評価は.それ巷,低くをho施設言及に関しては,両者とも,公園に対する言及が多く.農林博物館に広報紙は,ほと

んど言及してL̂ない｡音及表現に関

しては,新開Kかhて客観的表現が多いことがめだつ.8 擬似メディア接触と政策湛好の関

連分析(I)判断保留者比率の比戟 :日常的なメディアへの接触行動によって判断保留者比率が沸少することは5節で)ilJ-訂lyコ.T.I
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示 した.これと同様の現象が擬似メディアに接触するこ

とに上って生 じることが碓聡できるO表-8に示したよ

うに架似メディアに凍触 した住民集団 (広報史料配布集

団 ･新粥充斜配布集団)とそうでない住民集Eg]とに崩し

て判断保留者比率を比戟すると･印の施設について架似

メディア接触水団の方が判断保留者比率が有意に′J､さい｡

(x2換定に上る｡)

(2) 政策選好の比較 :類似メディ7凄触集団と非接触

集団の施設通好データを用いて主成分分析を行ない,各

粂EEのサンプルスコアをプロy トしたものが図-4であ

る｡この図に特魯的に現われているのは,【軸 (総合施

設欲求を示す抽)に関して.穀似メディア接触教団と非

壊触熊田に大き75:差があD.擬似メディア接触集Blは,

1 邑今 被羊吐斗与t施牧P<丁我仙

'乙 イ等 温 霊 )W

～.号JJy. 'IーI ;f,..I..., JZ.
:柵 埼伽乱'′

1'" 皿

笥-YO 畿epカ富加的ai I軸‥39.3./.

o 皿軸 .," 午.ji図-4 政策選好と擬

似メディア接触 (目黒 )広報ft科配布集臥 新的史料配布典Bl,どちらも施設欲求が′J､さくをっている｡広報叔

･新開から配布史科舌作成し,活字に上る情報の追加を行ったことから,5衝の汚字媒体指向の住民集EElの改発

選好の頼向と1く似た結果を得ている｡また,広報汽科配布集団と新関糞科配布集Blとの選好の差を,施設ととに

見ると (表-9),資料で肯定的に官及した施設以外の施設に有意に選好の度合が低いものがある｡これは,施

設k:関する高い頻庇の言及が トレー ドオフ関係を明確に窄款させると考えられる｡

9 緒言完と今後の課塀分析によって明らかに

されたことを次に示す｡(I) メデイ7接触頻度の高い集B]では有意

に判断保留者が少ない｡(2) 住民の政策選好は,活字媒体指向である方が非活字媒体指向であるエDも,また

,メディア接触が大きいほど行政の苦十画案に近く,また,非活字媒体指向の住民に比鞍 して曙字媒体指向の住民の方が トレード汁

7記旅をしているO(3) 盤似メ7･-ィ7接触体巌を持つことに1って.判断保留者此峯は減少するとともに

トレードオフ認識も床まる｡tた,類似メディアの情報内容の速いPj:政策選

好の迷いに反映される｡本研究では.メディア接触状態が異なれば.意思形成及び政熊選好が異なるということ

を確驚したoメディア接触頻度を高めることは,判断保留者が汝少する等の望ましい状態を斗びくために有効

であD,横径的に広報活動を行 うことの

重要性が再認許される.今後の妹塔は,住民の欲求情報,行政の伝達希豊情報,また,それにもとすく両者の

メディア期待を明らかにし.一相方を渦足させるよう75:情報./ステムのあ少かたを採って

いくことであるO注注(lI 2つの属性の分割表をもとにした,独立性のx2倹定である｡以後のZt検

定の場合も同様である.注(2)調査項目としてあげた16施設の中で着β･区の跡地利用官十画集に含まれてt,1る施設は,公開と農林博物

館の2施設であるO参

考 文 献 (拙稿 )① 計画過程における行政-住民間情報交流システムに鞠する考察 :都市

計画,VOL 102(む 市民の意見形成のための対蕗型情報yステム:197

8年.5月.自治研修@ 情報丑増大の持つ合意形成効果に関する研究 :1978年,行動計正学会
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